
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】汚染物が開口端部へ入るのを防止する汚染保護

カバーの提供。

【解決手段】この汚染保護カバーは、開口端部を通って

ハウジングのボア中に挿入された筒部を着脱可能にラッ

チさせるための、クイックコネクタハウジング内に配置

されたリテイナーを有している流体クイックコネクタの

ためのものである。この汚染保護カバーは、ハウジング

に装着可能であり、また、筒部がハウジング中に挿入さ

れた後にハウジングの開口端部のところに筒部をシール

係合させるために、筒部の外面にシール係合可能な幅を

有している。この汚染保護カバーは、ソフトなデュロメ

ーター材料の内層と、この内層に結合された硬質のデュ

ロメーター材料の第２の外層とで形成された２つの本体

部分を有している。第２の外層は、内層を、かくして汚

染保護カバー全体を流体クイックコネクタハウジングに

装着させる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 端 部 と 、 こ の 端 部 か ら 延 び て い る ボ ア と を 有 し て い る ハ ウ ジ ン グ と 、
　 こ の ハ ウ ジ ン グ の 前 記 ボ ア 中 へ と 前 記 第 １ の 端 部 を 通 っ て 挿 入 さ れ た 筒 部 を 着 脱 可 能 に
ラ ッ チ す る た め の 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 装 着 さ れ て い る リ テ イ ナ ー と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ の ボ ア 中 へ と 前 記 第 １ の 端 部 を 通 っ て 挿 入 さ れ た 前 記 筒 部 に シ ー ル 係 合
す る た め の 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 装 着 可 能 な 汚 染 保 護 カ バ ー 手 段 と を 具 備 す る 流 体 ク イ ッ ク
コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 端 部 に エ ン ド フ ラ ン ジ を さ ら に 具 備 し て お り 、 前 記 汚 染 保 護 カ バ ー 手 段 は 、
こ の エ ン ド フ ラ ン ジ に 装 着 さ れ る 請 求 項 １ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 汚 染 保 護 カ バ ー 手 段 は 、 ソ フ ト な デ ュ ロ メ ー タ ー の 環 状 の 第 １ の 部 材 と 、
　 こ の 第 １ の 部 材 を 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 保 持 さ せ る よ う に 前 記 第 １ の 部 材 に 装 着 可 能 な 硬 質
の デ ュ ロ メ ー タ ー の 第 ２ の 部 材 と を 有 し て お り 、 前 記 第 １ の 部 材 は 、 こ の 第 １ の 部 材 を 前
記 ハ ウ ジ ン グ に 装 着 さ せ る た め の 装 着 手 段 を 有 し 、 ま た 、 筒 部 と の シ ー ル 係 合 可 能 な 部 分
を 有 し て い る 請 求 項 １ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 部 材 と 前 記 第 ２ の 部 材 と を 結 合 さ せ る た め の 結 合 手 段 を さ ら に 具 備 し て い る
請 求 項 ３ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 結 合 手 段 は 、 前 記 第 １ の 部 材 と 第 ２ の 部 材 と の 対 面 部 分 に 形 成 さ れ た イ ン タ ー ロ ッ
ク 式 の 突 出 部 と ス ロ ッ ト と を 具 備 し て い る 請 求 項 ４ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 部 材 は 、 前 記 筒 部 と シ ー ル 係 合 可 能 な シ ー ル 面 を 有 し て い る 請 求 項 ３ の 流 体
ク イ ッ ク コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 部 材 は 、 径 方 向 内 方 に 延 び た リ ッ プ を 有 し て お り 、 前 記 シ ー ル 面 は 、 こ の リ
ッ プ に 支 持 さ れ る 請 求 項 ６ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の ハ ウ ジ ン グ に 、 こ の ハ ウ ジ ン グ の 開 口 端 部 を 通 っ て 挿 入 さ れ た
筒 部 と シ ー ル 係 合 す る よ う よ う に 装 着 可 能 な 汚 染 保 護 カ バ ー で あ っ て 、
　 ソ フ ト な デ ュ ロ メ ー タ ー の 第 １ の 部 材 と 、
　 こ の 第 １ の 部 材 を 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 保 持 さ せ る よ う に 、 前 記 第 １ の 部 材 に 装 着 可 能 な 硬
質 の デ ュ ロ メ ー タ ー の 第 ２ の 部 材 と を 具 備 し 、 前 記 第 １ の 部 材 は 、 こ の 第 １ の 部 材 を 前 記
ハ ウ ジ ン グ の エ ン ド フ ラ ン ジ に 装 着 さ せ る た め の 装 着 手 段 を 有 し 、 ま た 、 筒 部 と の シ ー ル
係 合 可 能 な 部 分 を 有 し て い る 汚 染 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 部 材 と 前 記 第 ２ の 部 材 と を 結 合 さ せ る た め の 結 合 手 段 を さ ら に 具 備 し て い る
請 求 項 ８ の 汚 染 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 結 合 手 段 は 、 前 記 第 １ の 部 材 と 第 ２ の 部 材 と の 対 面 部 分 に 形 成 さ れ た イ ン タ ー ロ ッ
ク 式 の 突 出 部 と ス ロ ッ ト と を 有 し て い る 請 求 項 ９ の 汚 染 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ の 部 材 は 、 前 記 筒 部 と シ ー ル 係 合 可 能 な シ ー ル 面 を 有 し て い る 請 求 項 ８ の 汚 染
保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の 部 材 は 、 径 方 向 内 方 に 延 び た リ ッ プ を 有 し て お り 、 前 記 シ ー ル 面 は 、 こ の リ
ッ プ に 支 持 さ れ て い る 請 求 項 ７ の 汚 染 保 護 カ バ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 、 流 体 部 品 を カ ッ プ リ ン グ さ せ る 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ 、 よ り 詳 細 に
は 、 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の た め の 汚 染 保 護 カ バ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス ナ ッ プ 適 合 式 の 、 即 ち 、 ク イ ッ ク コ ネ ク タ は 、 幅 広 い 用 途 で 、 特 に 自 動 車 お よ び 工 業
的 用 途 で 流 体 搬 送 導 管 を 結 合 す る た め に 、 使 用 さ れ て い る 。 こ の よ う な ク イ ッ ク コ ネ ク タ
は 、 管 状 導 管 の よ う な 雄 型 コ ネ ク タ 部 品 を 、 雌 型 コ ネ ク タ 部 品 、 即 ち 、 ハ ウ ジ ン グ の 相 補
的 な 孔 内 に 取 着 す る た め に 、 リ テ イ ナ ー 、 即 ち 、 ロ ッ ク 部 材 を 使 用 し て い る 。 こ の よ う な
リ テ イ ナ ー は 、 代 表 的 に 、 軸 方 向 に 移 動 可 能 あ る い は 径 方 向 に 移 動 可 能 な タ イ プ で あ る 。
用 語 “ 軸 方 向 に 移 動 可 能 ” あ る い は “ 径 方 向 に 移 動 可 能 ” は 、 雌 型 部 品 を 貫 通 す る 軸 方 向
の 孔 に 対 す る 方 向 に つ い て 述 べ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 軸 方 向 に 移 動 可 能 な リ テ イ ナ ー を 備 え た 典 型 的 な ク イ ッ ク コ ネ ク タ で は 、 リ テ イ ナ ー は
、 雌 型 コ ネ ク タ 部 品 の ハ ウ ジ ン グ の 孔 内 に 装 着 さ れ て い る 。 こ の リ テ イ ナ ー は 、 径 方 向 に
角 度 を な し て 延 び か つ ハ ウ ジ ン グ の 孔 の 軸 方 向 中 心 線 に 向 け て 内 方 へ 延 び て い る 複 数 の 脚
部 を 有 し て い る 。 雌 型 部 品 の 孔 内 に シ ー ル す る よ う に 設 け ら れ る チ ュ ー ブ 、 即 ち 雄 型 部 品
は 、 リ テ イ ナ ー 脚 部 の 内 周 面 に 当 接 す る 径 方 向 に 裏 返 し た 部 分 、 即 ち フ ラ ン ジ を 有 し て い
る 。 雄 型 物 品 が ハ ウ ジ ン グ 内 の リ テ イ ナ ー 脚 部 と ロ ッ ク 係 合 さ れ た と き に ハ ウ ジ ン グ と 雄
型 部 品 と の 間 に シ ー ル を 形 成 す る た め に 、 孔 内 に は 、 軸 受 け 、 即 ち ト ッ プ ハ ッ ト だ け で な
く 、 典 型 的 に は シ ー ル お よ び ス ペ ー サ 部 材 が 、 リ テ イ ナ ー よ り 前 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 径 方 向 に 移 動 可 能 な リ テ イ ナ ー も ま た 公 知 で あ り 、 こ の タ イ プ の リ テ イ ナ ー は 、 雌 型 部
品 ハ ウ ジ ン グ 内 の 主 透 孔 に 対 し て 横 方 向 に 形 成 さ れ 互 い に ア ラ イ ン メ ン ト さ れ た ボ ア 、 即
ち 、 ア パ チ ャ を 通 っ て 径 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 こ の 径 方 向 に 移 動 可 能 な リ テ イ ナ ー に は
、 典 型 的 に は 、 雄 型 コ ネ ク タ 、 即 ち 、 導 管 が 雌 型 部 品 の 孔 内 に 完 全 に 着 座 さ れ た と き に の
み 裏 返 し た 部 分 、 即 ち 、 フ ラ ン ジ の 後 ろ を 摺 動 す る よ う な サ イ ズ お よ び 位 置 付 け に さ れ た
１ 対 の 付 属 脚 部 が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 導 管 が 雌 型 部 品 の 孔 内 に 完 全 に 挿 入 さ れ
た と き に の み 径 方 向 移 動 可 能 な リ テ イ ナ ー が 雌 型 部 品 中 に 完 全 に 挿 入 さ れ 得 る た め 、 導 管
が 完 全 に 着 座 さ れ た こ と を 示 す だ け で な く 、 導 管 が 雌 型 部 品 と 正 ロ ッ ク 係 合 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 車 両 ブ レ ー キ の 流 体 接 続 に お い て 、 高 圧 の ブ レ ー キ ラ イ ン は 、 代 表 的 に 、 ２ つ の 高 圧 ラ
イ ン を 一 緒 に 接 続 さ せ る た め に ね じ 接 続 を 使 用 す る 。 雄 型 並 び に 雌 型 の ね じ 接 続 部 は 、 特
定 の ト ル ク に 適 切 に 整 合 さ れ 締 め 付 け ら れ な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う な 組 み 立 て に は 注
意 を 要 し 、 全 体 的 な 組 み 立 て 時 間 を 長 く す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 譲 受 け 人 は 、 拡 大 可 能 な 円 錐 状 の 保 持 リ ン グ が ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ の
一 端 部 の 円 錐 状 の リ セ ス 内 に 装 着 さ れ た 高 圧 の ク イ ッ ク コ ネ ク タ を 以 前 に 考 え て い る 。 こ
の 保 持 リ ン グ は 、 ハ ウ ジ ン グ の 開 口 端 部 を 通 っ て 挿 入 さ れ る 筒 部 の 拡 大 フ ラ ン ジ 、 即 ち ビ
ー ド に 接 触 す る こ と で 、 リ セ ス に 沿 っ て 角 度 を な し て 径 方 向 外 方 に 拡 大 並 び に 移 動 し 、 こ
の 結 果 、 ビ ー ド を 、 保 持 リ ン グ の 先 端 部 を 通 っ て 挿 入 可 能 に す る 。 次 に 、 保 持 リ ン グ は 、
筒 部 を ハ ウ ジ ン グ 中 に し っ か り と ラ ッ チ さ せ る よ う に 筒 部 の ビ ー ド の 外 面 と 接 触 す る こ と
で 収 縮 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 配 置 、 並 び に 他 の ク イ ッ ク コ ネ ク タ が 、 筒 部 と ク イ ッ ク コ ネ ク
タ ハ ウ ジ ン グ と の 間 に 効 果 的 な ラ ッ チ 係 合 を 与 え る が 、 汚 染 物 が ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ
ン グ の 開 口 端 部 中 に 入 り 、 ハ ウ ジ ン グ 内 の シ ー ル 部 品 と 保 持 リ ン グ と を 潜 在 的 に 腐 食 し 、
早 ま っ て 故 障 さ せ 得 る 心 配 が 未 だ 存 在 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 か く し て 、 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の た め の 、 簡 単 に 装 着 可 能 な 汚 染 保 護 カ バ ー を 提 供 す
る こ と が 望 ま し い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 流 体 導 管 を こ れ と 係 合 す る 流 体 作 動 部 材 に 装 着 さ せ る の に 使 用 さ れ る 高 圧 の
流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 汚 染 保 護 カ バ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 態 様 に お い て 、 こ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ は 、 一 端 部 か ら 離 間 し た 環 状 の 拡 大 フ ラ ン
ジ を 有 す る 筒 部 と 流 体 作 動 装 置 と を 流 体 的 に カ ッ プ リ ン グ す る 。 こ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク
タ は 、 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 と の 間 に 延 び て い る 透 孔 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ を 備 え て い る
。 角 度 を な し た リ セ ス が 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 の 少 な く と も 近 く で ハ ウ ジ ン グ 内 に 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 リ テ イ ナ ー が 、 前 記 リ セ ス 中 に 装 着 さ れ て お り 、 こ の リ テ イ ナ ー は 、 環 状 フ ラ ン ジ を リ
テ イ ナ ー の 導 入 エ ッ ジ に 通 過 さ せ 得 る 、 ハ ウ ジ ン グ 中 へ の 筒 部 の 挿 入 の 間 に 、 筒 部 の 環 状
フ ラ ン ジ と 接 触 す る こ と に よ っ て 、 第 １ の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 へ と 移 動 可 能 で あ る 。 第 １
の 位 置 は 、 リ テ イ ナ ー が ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 を 通 っ て 挿 入 さ れ た 筒 部 の 環 状 フ ラ ン ジ
と 干 渉 す る よ う な 位 置 で あ る 。 リ テ イ ナ ー は 、 筒 部 の 環 状 フ ラ ン ジ が 、 筒 部 を ハ ウ ジ ン グ
中 に ラ ッ チ す る よ う に リ テ イ ナ ー の 導 入 エ ッ ジ を 通 過 し て 挿 入 さ れ た 後 に 、 第 １ の 位 置 に
移 動 可 能 に 戻 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 リ テ イ ナ ー は 、 本 体 の 円 錐 形 状 の リ セ ス 中 に 装 着 さ れ て い る 。 こ の リ テ イ ナ ー は 、
透 孔 を 有 し た 円 錐 形 状 の 本 体 を 有 し て い る 。 不 連 続 部 が 、 こ の 円 錐 形 状 の 本 体 に 形 成 さ れ
て お り 、 ま た 、 円 錐 形 状 の 本 体 に 、 広 が る こ と の で き る 第 １ 並 び に 第 ２ の 端 面 を 形 成 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 態 様 に お い て 、 汚 染 保 護 カ バ ー 手 段 が 、 第 １ の 端 部 を 通 っ て ハ ウ ジ ン グ の ボ ア 中 に 挿
入 さ れ た 筒 部 を シ ー ル 係 合 す る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ の エ ン ド フ ラ ン ジ 全 体 に 渡 っ て 装 着 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 汚 染 保 護 カ バ ー 手 段 は 、 ソ フ ト な デ ュ ロ メ ー タ ー の 環 状 の 第 １ の 部 材 と 、 こ の 第 １
の 部 材 を ハ ウ ジ ン グ に 保 持 さ せ る た め に 、 第 １ の 部 材 に 固 定 可 能 な 硬 質 の デ ュ ロ メ ー タ ー
の 第 ２ の 部 材 と を 有 し て い る 。 第 １ の 部 材 は 、 こ の 第 １ の 部 材 を ハ ウ ジ ン グ の エ ン ド フ ラ
ン ジ と 筒 部 の シ ー ル 係 合 可 能 な 部 分 と に 装 着 さ せ る た め の 装 着 手 段 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 結 合 手 段 は 、 第 １ の 部 材 と 第 ２ の 部 材 と を 結 合 さ せ る た め に 与 え ら れ て い る 。 こ の
結 合 手 段 は 、 第 １ の 部 材 と 第 ２ の 部 材 と の 対 面 部 分 に 形 成 さ れ た イ ン タ ー ロ ッ ク 式 の 突 出
部 と ス ロ ッ ト と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 汚 染 保 護 カ バ ー は 、 汚 染 物 が ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ の 開 口 端 部 へ と 入 る の を
防 止 す る 。 こ の カ バ ー は 、 ク イ ッ ク コ ネ ク タ に 容 易 に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 様 々 な 特 徴 、 効 果 、 並 び に 他 の 使 用 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 並 び に 図 面 を 参 照 す
る こ と に よ り よ り 明 ら か と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 面 、 特 に 図 １ な い し 図 ６ に は 、 本 発 明 と 使 用 さ れ 得 る 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ０ の 一
態 様 が 示 さ れ て い る 。 こ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ０ は 、 種 々 の 高 圧 流 体 の 適 用 に お い て
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使 用 さ れ 得 る が 、 高 圧 の 車 両 ブ レ ー キ ラ イ ン の 適 用 に お け る 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ０ の
以 下 の 説 明 が 、 単 な る 一 例 で あ る こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 さ ら に 、 本 発 明 に 関 連 し て
使 用 さ れ る 流 体 と い う 用 語 は 、 例 え ば 、 燃 料 、 水 の よ う な 液 体 と 、 気 体 若 し く は 蒸 気 と を
含 む こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 汚 染 保 護 カ バ ー (contamination cover)は 、 ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン
グ の 一 端 部 の リ セ ス 中 に 移 動 可 能 に 装 着 さ れ た 円 錐 状 の 保 持 リ ン グ 、 即 ち リ テ イ ナ ー を 有
す る 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ で 使 用 さ れ る が 、 本 発 明 の 汚 染 保 護 カ バ ー は 、 ク イ ッ ク コ ネ ク
タ ハ ウ ジ ン グ 、 若 し く は リ テ イ ナ ー と 、 本 発 明 の 汚 染 保 護 カ バ ー と の 間 に 、 互 い の 係 合 面
(mateable surfaces)を 与 え る こ と に よ っ て 、 横 方 向 も し く は 軸 方 向 に 装 着 可 能 な リ テ イ
ナ ー を 使 用 し た 他 の タ イ プ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ に 用 い ら れ 得 る こ と は 理 解 さ れ る で あ
ろ う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ０ は 、 ブ レ ー キ ラ イ ン の 末 端 部 、 キ ャ リ パ ー 、 ブ レ ー キ 用
流 体 リ ザ ー バ ー 、 Ａ Ｂ Ｓ ハ ウ ジ ン グ の よ う な 流 体 作 動 装 置 １ ４ に 装 着 可 能 な ハ ウ ジ ン グ １
２ を 有 し て い る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ １ ２ に は 、 第 １ の 端 部 １ ８ か ら 延 び 、 か つ 流 体 作 動 装 置
１ ４ の ボ ア ２ ２ 内 の 雌 ね じ ２ ０ と の ね じ 留 め 装 着 の た め の 雄 ね じ １ ６ が 設 け ら れ て い る が
、 本 発 明 の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ０ が 、 流 体 作 動 装 置 １ ４ の 一 体 成 形 延 出 部 と し て 一 体
的 に 形 成 さ れ て い る ハ ウ ジ ン グ を 使 用 し 得 る こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 こ の ハ ウ ジ ン グ
１ ２ は 、 金 属 、 若 し く は 高 強 度 プ ラ ス チ ッ ク の よ う な 適 切 な 高 強 度 材 料 で 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ 、 よ り 詳 細 に は 、 図 ２ Ａ な い し 図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ は
、 ま た 、 第 ２ の 端 部 ２ ４ を 有 し て お り 、 こ の 端 部 ２ ４ か ら 前 記 第 １ の 端 部 １ ８ ま で 、 透 孔
２ ６ が 完 全 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 単 な る 一 例 と し て 、 前 記 透 孔 ２ ６ は 、 所 定 の 径 の 第 １ の エ ン ド ボ ア 部 ３ ０ と 、 小 径 の 中
間 ボ ア 部 ３ ２ と 、 さ ら に 小 径 の 第 ２ の エ ン ド ボ ア 部 ３ ４ と を 有 し た 階 段 状 の ボ ア の 形 状 で
あ る 。 ６ つ の 平 坦 面 ４ ０ の よ う な 複 数 の 平 坦 面 が 、 前 記 第 ２ の 端 部 ２ ４ 近 く で ハ ウ ジ ン グ
１ ２ の 外 側 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 平 坦 面 ４ ０ は 、 流 体 作 動 装 置 １ ４ の ボ ア ２ ２ 中 へ の
ハ ウ ジ ン グ １ ２ の ね じ 留 め 装 着 を 与 え る 。 し か し 、 こ れ ら 平 坦 面 ４ ０ を 形 成 す る こ と は 、
ハ ウ ジ ン グ １ ２ が 、 平 坦 面 ４ ０ な し に 効 果 的 に 利 用 さ れ 得 る よ う に 、 単 な る 一 例 で あ る こ
と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ Ａ 、 図 ２ Ｂ 、 並 び に 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 環 状 シ ョ ル ダ ー 部 、 即 ち 角 度 付 け
ら れ た 平 坦 面 ４ ２ が 、 前 記 第 １ の エ ン ド ボ ア 部 ３ ０ と 中 間 ボ ア 部 ３ ２ と の 接 続 部 に 形 成 さ
れ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ の 環 状 シ ョ ル ダ ー 部 ４ ４ が 、 中 間 ボ ア 部 ３ ２ の 他 端 部 と 第 ２ の エ
ン ド ボ ア 部 ３ ４ と の 接 続 部 に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の エ ン ド ボ ア 部 ３ ０ は 、 こ の ボ ア 部 ３
０ 中 に 圧 着 さ れ る Ｏ -リ ン グ の よ う な 少 な く と も １ つ の シ ー ル 部 材 ４ ８ 並 び に 任 意 の ス リ
ー ブ 、 即 ち ト ッ プ ハ ッ ト ４ ９ と 、 筒 部 、 チ ュ ー ブ 、 若 し く は 導 管 ５ ４ の 先 端 部 ５ ２ か ら 離
間 し た 環 状 の 拡 大 フ ラ ン ジ 、 即 ち ビ ー ド ５ ０ と を 中 に 受 け る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 前 記
シ ョ ル ダ ー 部 ４ ２ は 、 Ｏ -リ ン グ ４ ８ と 、 ト ッ プ ハ ッ ト ４ ９ と 、 環 状 フ ラ ン ジ ５ ０ と の 挿
入 の た め の 座 部 と し て の 役 割 を 果 た し て い る 。 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 ト ッ プ ハ ッ ト ４ ９ は 、
図 ４ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う に 、 筒 部 ５ ４ の フ ラ ン ジ ５ ０ の た め の 挿 入 制 限 部 、 即 ち ス ト ッ
パ ー と し て の 役 割 を 果 た す 。 ト ッ プ ハ ッ ト ４ ９ は 、 Ｏ -リ ン グ 部 ４ ８ を ボ ア 部 ３ ０ 中 に 保
持 さ せ る た め に 、 ボ ア 部 ３ ０ 内 に 圧 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ ， ２ ， ３ Ａ ， 並 び に ３ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 前 記 第 １ の 端 部
１ ８ は 、 参 照 符 号 ５ ３ に よ っ て 示 さ れ て い る 円 錐 台 (conical end)形 状 を 有 し て い る 。 前
記 ボ ア ２ ０ の 端 部 の と こ ろ で 所 定 の 流 体 作 動 装 置 １ ４ 内 に 形 成 さ れ た 円 錐 座 部 と の シ ー ル
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の 強 化 は 、 図 ３ Ａ ， ３ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 １ ８ に 形 成 さ れ
た 環 状 の 係 合 面 に よ っ て 与 え ら れ る こ と が で き る 。 図 ３ Ａ に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 第
１ の 端 部 は 、 流 体 作 動 装 置 １ ４ 内 に 形 成 さ れ た 相 補 的 な 環 状 円 錐 部 と 係 合 す る よ う に 設 計
さ れ 、 か つ 機 械 加 工 、 即 ち 正 確 に 形 成 さ れ た 内 側 の 円 錐 座 部 ５ ６ を 有 し て い る 。 図 ３ Ｂ に
お い て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 第 １ の 端 部 は 、 流 体 作 動 装 置 １ ４ 内 に 形 成 さ れ た 座 部 の 外 面 と
係 合 す る よ う に 設 計 さ れ た 環 状 の 逆 円 錐 形 状 面 ５ ８ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 第 １ の 端 部 １ ８ 内 に 形 成 さ れ た 環
状 リ セ ス ６ ４ 中 に 移 動 可 能 に 装 着 さ れ た 保 持 ク リ ッ プ ６ ２ に よ り 形 成 さ れ た 保 持 手 段 ６ ０
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 保 持 ク リ ッ プ ６ ２ は 、 ば ね 金 属 の よ う な 適 切 な ば ね 、 即 ち 弾 性 部 材 で 形 成 さ れ て い
る 。 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ク リ ッ プ ６ ２ と し て 以 下 に 簡 単 に 説 明 さ れ て い る 保 持 ク
リ ッ プ ６ ２ は 、 第 １ の 端 面 ６ ６ と 第 ２ の 端 面 ６ ８ と を 夫 々 形 成 し 不 連 続 部 、 即 ち ス プ リ ッ
ト を 有 し た 円 錐 形 状 体 で あ る 。 こ の 不 連 続 部 、 即 ち ス プ リ ッ ト に よ っ て 、 第 １ の 端 面 ６ ６
と 第 ２ の 端 面 ６ ８ と は 、 筒 部 ５ ４ が ハ ウ ジ ン グ １ ２ の ボ ア ２ ６ 中 に 挿 入 さ れ 、 ク リ ッ プ ６
２ が 筒 部 ５ ４ の 環 状 フ ラ ン ジ ５ ０ と 係 合 し て い る 間 、 互 い に 離 間 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 リ セ ス ６ ４ は 、 ボ ア ２ ６ の 長 軸 に 対 し て 所 定 の 角 度 を な し て 配 置 さ れ て い る 。 こ の
リ セ ス ６ ４ の 一 側 を 形 成 し て い る 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 一 側 壁 ７ ０ が 、 図 ２ Ａ 並 び に 図 ２ Ｂ
に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 完 全 な 形 成 の 前 の 状 態 (preassemble state)で 示 さ れ て い る
よ う に 、 ボ ア ２ ６ の 長 軸 に 対 し て 並 行 に 最 初 は 形 成 さ れ る 。 こ の た め 、 ク リ ッ プ ６ ２ は 、
ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 第 ２ の 端 部 ２ ４ を 通 っ て リ セ ス ６ ４ 中 に 挿 入 さ れ る こ と が で き る （ 図 ２
Ｂ を 見 よ ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 側 壁 ７ ０ は 、 次 に 、 適 切 に 形 成 さ れ た 工 具 、 即 ち ダ イ ６ ７ の 前 進 に よ っ て 、 図 ２ Ｃ
， ５ ， 並 び に ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 リ セ ス ６ ４ の 対 向 壁 ６ ５ に 対 し て ほ ぼ 並 行 の 円 錐
位 置 (conical position)に 、 例 え ば ス エ ー ジ ン グ に よ っ て 形 成 さ れ る 。 か く し て 、 こ れ ら
壁 ７ ０ ， ６ ５ は 、 円 錐 状 の 環 状 リ セ ス ６ ４ を 規 定 す る よ う に 互 い に 並 行 に 配 置 さ れ 、 こ の
よ う に し て 、 ク リ ッ プ ６ ２ は 、 リ セ ス 中 に 捕 ら え ら れ る が 、 以 下 に 説 明 さ れ る よ う に 摺 動
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 リ セ ス ６ ４ の 幅 は 、 前 記 壁 ６ ５ の 一 端 に 形 成 さ れ た 平 坦 面 ６ ３ の 幅 と 壁 ７ ０ の 長 さ
と に よ っ て 決 定 さ れ る 。 前 記 工 具 、 即 ち ダ イ ６ ７ に よ っ て 、 図 ２ Ｃ に 示 さ れ た 位 置 へ と 径
方 向 内 方 に 壁 ７ ０ が 曲 げ ら れ 、 こ の 壁 ７ ０ は 、 上 述 さ れ た よ う に 壁 ６ ５ の 面 に 対 し て 並 行
に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 ク リ ッ プ ６ ２ の 形 状 だ け で な く リ セ ス ６ ４ も 、 ほ ぼ 円 錐 状 に 形 成 さ れ て い る 。 し か
し 、 多 角 形 、 即 ち 正 方 形 の リ セ ス 等 と 、 こ れ と 相 補 的 に 形 成 さ れ た ク リ ッ プ と を 含 ん だ 他
の 形 状 が 、 ま た 、 使 用 さ れ る こ と も で き 、 こ の と き 、 リ セ ス は 、 ク リ ッ プ ６ ２ の 弾 性 部 材
を 変 形 も し く は 曲 げ 得 る よ う な 角 度 を な し た 形 状 で あ る 必 要 の み が あ る 。 ク リ ッ プ ６ ２ は
、 筒 部 ５ ４ の 環 状 フ ラ ン ジ ５ ０ と 相 互 作 用 す る こ と に よ っ て リ セ ス ６ ４ 中 で 移 動 さ れ 、 こ
の 結 果 、 前 記 変 形 も し く は 曲 げ に よ っ て エ ネ ル ギ ー が ク リ ッ プ ６ ２ に ス ト ア さ れ る 。 こ の
エ ネ ル ギ ー は 、 フ ラ ン ジ ５ ０ が 、 ク リ ッ プ ６ ２ の 導 入 エ ッ ジ ７ ４ を 通 過 す る 摺 動 挿 入 に よ
り 解 放 さ れ 、 筒 部 を ハ ウ ジ ン グ 中 に ラ ッ チ さ せ る リ セ ス ６ ４ 内 の 通 常 位 置 に ク リ ッ プ ６ ２
を 戻 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 ク リ ッ プ ６ ２ の 弾 性 力 は 、 第 １ の 端 面 ６ ６ と 第 ２ の 端 面 ６ ８ と の 間 の ス ペ ー ス が 最
も 近 接 し た 、 最 小 の 内 径 に ク リ ッ プ ６ ２ を 常 に 付 勢 す る 。 こ れ に よ っ て 、 ク リ ッ プ ６ ２ は
、 導 入 エ ッ ジ ７ ４ が 、 図 ２ Ｃ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の リ セ ス ６ ４ の 開 口
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端 か ら 外 方 へ と 短 い 距 離 突 出 す る ま で 、 リ セ ス ６ ４ 中 で 下 方 に 摺 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 筒 部 ５ ４ の 先 端 部 ５ ２ が 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の ボ ア ２ ６ 中 に 挿 入 さ れ る の に 従 っ て 、
筒 部 ５ ４ の 環 状 フ ラ ン ジ ５ ０ の 導 入 エ ッ ジ が 、 ク リ ッ プ ６ ２ の 導 入 エ ッ ジ ７ ４ に 接 触 し 、
図 ４ Ａ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ク リ ッ プ ６ ２ を リ セ ス ６ ４ の 奥 へ と 角 度 を な し て 外 方 に さ
ら に 摺 動 さ せ る 。 ク リ ッ プ ６ ２ の こ の よ う な 角 度 を な し た 摺 動 は 、 ク リ ッ プ が フ ラ ン ジ ５
０ と の 接 触 に よ っ て 、 図 ４ Ａ に 示 さ れ た 広 が っ た 位 置 (expanded position)で ハ ウ ジ ン グ
１ ２ の リ セ ス ６ ４ 中 に 保 持 さ れ て い る 時 に 、 エ ネ ル ギ ー を ク リ ッ プ ６ ２ に ス ト ア さ せ る 、
第 １ の 端 面 ６ ６ と 第 ２ の 端 面 ６ ８ と の 可 逆 的 な 変 形 、 即 ち 分 離 に よ っ て 果 た さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の ボ ア ２ ６ 中 へ の 筒 部 ５ ４ の 挿 入 が 続 く と 、 筒 部 ５ ４ の 環 状 フ ラ ン
ジ ５ ０ の 最 外 面 は 、 ク リ ッ プ ６ ２ の 導 入 エ ッ ジ ７ ４ を 通 過 す る 。 こ の と き 、 図 ４ Ｂ に 示 さ
れ て い る よ う に 、 ク リ ッ プ ６ ２ 内 に ス ト ア さ れ た エ ネ ル ギ ー は 、 第 １ の 端 面 ６ ６ と 第 ２ の
端 面 ６ ８ と が 互 い に 近 接 し た 状 態 に 、 図 ５ に 示 さ れ た ク リ ッ プ の 通 常 の 位 置 へ と ク リ ッ プ
６ ２ を リ セ ス ６ ４ に 沿 っ て 上 方 に 移 動 さ せ る 。 こ の と き 、 ク リ ッ プ ６ ２ の 導 入 エ ッ ジ ７ ４
が 、 リ セ ス ６ ４ の 開 口 端 か ら 外 方 へ と 移 動 並 び に 突 出 さ れ る 。 こ れ と 同 時 に 、 図 ４ Ｂ に 示
さ れ て い る よ う に 、 ク リ ッ プ ６ ２ の 内 面 は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ か ら の 筒 部 ５ ４ の 後 退 を 防 止
す る よ う に 、 筒 部 ５ ４ の 環 状 フ ラ ン ジ ５ ０ の 後 に 位 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ に は 、 チ ュ ー ブ 状 の ２ つ の 筒 部 ９ ２ ， ９ ４ を 互 い に 流 体 的 に 接 続 さ せ る よ う に 設 計
さ れ た 単 一 (single point)ハ ウ ジ ン グ ９ ０ の 保 持 手 段 ６ ０ の 使 用 が 示 さ れ て い る 。 両 筒 部
９ ２ ， ９ ４ は 、 前 記 筒 部 ５ ４ に ほ ぼ 一 致 し て 構 成 さ れ て お り 、 各 筒 部 は 、 先 端 部 か ら 離 間
し た 拡 大 フ ラ ン ジ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ ９ ０ は 、 ま た 、 第 １ の 端 面 ９ ６ と こ れ に 対 向 し た 第 ２ の 端 面 ９ ８ と の 間
に 延 び 、 か つ 互 い に 対 向 し た ２ つ の 同 軸 の 階 段 状 ボ ア を 有 し て い る 。 直 径 が 減 じ ら れ た 任
意 の 環 状 シ ョ ル ダ ー 部 １ ０ ０ が 、 ハ ウ ジ ン グ ９ ０ の 第 １ の 端 面 ９ ６ と 第 ２ の 端 面 ９ ８ と の
中 間 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ９ ０ の 前 記 第 １ の 端 面 ９ ６ と 第 ２ の 端 面 ９ ８ と は 、 各 筒 部 を ハ ウ ジ ン グ ９ ０
に し っ か り と 装 着 す る た め に 、 上 述 し か つ 図 １ 並 び に 図 ５ に 示 さ れ た 保 持 手 段 ６ ０ を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 筒 部 ５ ４ を ハ ウ ジ ン グ １ ２ か ら 、 若 し く は 、 筒 部 ９ ２ ， ９ ４ を ハ ウ ジ ン グ ９ ０ か ら
外 す た め の 解 除 工 具 １ １ ０ が 、 図 ８ に 示 さ れ て い る 。 こ の 解 除 工 具 １ １ ０ は 、 各 筒 部 ５ ４
， ９ ２ ， 若 し く は ９ ４ に 予 め 装 着 さ れ 得 る か 、 筒 部 を 夫 々 の ハ ウ ジ ン グ に 組 み 合 わ せ た 後
に 、 解 除 工 具 １ １ ０ に 形 成 さ れ た ス プ リ ッ ト に よ っ て 適 用 さ れ 得 る 筒 状 部 材 の 形 態 で あ る
。 解 除 工 具 １ １ ０ の 導 入 エ ッ ジ １ １ ２ は 、 ク リ ッ プ ６ ２ の 導 入 エ ッ ジ ７ ４ に 係 合 さ れ 、 例
え ば 、 導 入 エ ッ ジ ７ ４ が 筒 部 ５ ４ の フ ラ ン ジ ５ ０ の 外 径 面 を 通 過 し 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ か ら
外 さ れ 得 る の に 十 分 な 距 離 だ け 、 ク リ ッ プ ６ ２ の 導 入 エ ッ ジ ７ ４ を 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の リ
セ ス ６ ４ 中 へ と 角 度 を な し て 外 方 に 押 す よ う な 径 を 有 す る 、 外 方 に 突 出 し た エ ッ ジ 、 若 し
く は シ ン プ ル な 平 ら の エ ッ ジ で 形 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ９ な い し 図 １ ５ に は 、 上 述 さ れ 、 か つ 図 １ な い し 図 ８ に 示 さ れ た 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク
タ １ ０ の わ ず か に 変 更 さ れ た ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 装 着 さ れ 得 る 特 別 な 汚 染 保 護 カ バ ー 手 段 １
１ ０ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ は 、 筒 部 ５ ４ を 挿 入 可 能 に 受 け る ハ ウ ジ ン グ １ ２ と 、 シ ー ル
部 材 、 即 ち Ｏ -リ ン グ ４ ８ と 、 ト ッ プ ハ ッ ト ４ ９ と を 使 用 し て い る 。 保 持 ク リ ッ プ ６ ２ が
、 上 述 さ れ た よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ 中 に 筒 部 ５ ４ の ビ ー ド ５ ０ を 着 脱 可 能 に ラ ッ チ す る

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-220302 A 2006.8.24



た め に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ 内 の 円 錐 状 リ セ ス ６ ４ 中 に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 汚 染 保 護 カ バ ー 手 段 、 即 ち キ ャ ッ プ １ １ ０ は 、 第 １ の 内 側 部 材 １ １ ２ と 第 ２ の 外 側
部 材 １ １ ４ と を 有 し 、 別 々 に 離 れ た 、 し か し 結 合 可 能 な ２ つ の 部 材 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ １ な い し 図 １ ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 前 記 第 １ の 内 側 部 材 １ １ ２ は 、 ソ フ ト な デ
ュ ロ メ ー タ ー 、 即 ち ゴ ム 、 若 し く は ゴ ム の よ う な エ ラ ス ト マ ー 等 の 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ て
い る 。 こ の 内 側 部 材 １ １ ２ は 、 モ ー ル ド 成 形 、 機 械 加 工 等 に よ っ て 、 一 体 成 形 本 体 と し て
成 形 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 記 第 １ の 内 側 部 材 １ １ ２ は 、 中 央 部 １ １ ６ の 内 径 よ り も 小 さ な 径 を 有 し た 第 １ の 端 部
１ １ ８ と 、 こ れ に 対 向 し た 第 ２ の 端 部 １ ２ ０ と の 間 に 位 置 さ れ て い る ほ ぼ 環 状 の リ ン グ 部
１ １ ６ を 有 し て い る 。 第 ２ の 端 部 は 、 第 １ の 内 側 部 材 １ １ ２ を 第 ２ の 外 側 部 材 １ １ ４ に 結
合 さ せ る た め の 第 １ の 結 合 手 段 １ ２ ２ と 、 内 側 部 材 １ １ ２ を 、 か く し て 汚 染 保 護 手 段 、 即
ち キ ャ ッ プ １ １ ０ 全 体 を ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 装 着 さ せ る た め の 第 ２ の 装 着 手 段 １ ２ ４ と で 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 前 記 内 側 部 材 １ １ ２ の 第 １ の 端 部 １ １ ８ の 内 径 面 １ ２ ６ は 、 中 を 通 る 筒 部 ５ ４ の 先 端 部
５ ２ を 受 け る た め の ア パ チ ャ を 規 定 し て い る 。 し か し 、 第 １ の 端 部 １ １ ８ の こ の 内 径 面 １
２ ６ は 、 汚 染 物 が 汚 染 保 護 手 段 １ １ ０ を 通 っ て ハ ウ ジ ン グ １ ２ 中 に 入 る の を 防 止 す る よ う
に 、 筒 部 ５ ４ の 外 面 に ぴ っ た り と 係 合 、 若 し く は シ ー ル す る よ う な 直 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 記 結 合 手 段 １ ２ ２ は 、 少 な く と も １ つ の 、 好 ま し く は 複 数 の 装 着 片 で 構 成 さ れ て い る
。 単 な る 一 例 と し て 、 周 方 向 に 互 い に 離 間 し 、 か つ 前 記 内 側 部 材 １ １ ２ の 中 央 部 の 一 端 か
ら 軸 方 向 に 延 び た ３ つ の 装 着 片 １ ３ ０ ， １ ３ ２ ， １ ３ ４ が 図 示 さ れ て い る 。 こ れ ら 装 着 片
１ ３ ０ ， １ ３ ２ ， １ ３ ４ は 、 以 下 に 説 明 さ れ る よ う に 、 外 側 部 材 １ １ ４ に 形 成 さ れ た 係 合
配 列 部 に 相 補 的 な 所 定 の 配 列 で 周 方 向 で 離 間 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ れ ら 装 着 片 １ ３ ０ ， １ ３ ２ ， １ ３ ４ は 、 汚 染 保 護 手 段 、 即 ち キ ャ ッ プ １ １ ０ の た め の
一 体 構 造 体 を 形 成 す る よ う に 、 内 側 部 材 １ １ ２ を 外 側 部 材 １ １ ４ に ぴ っ た り と イ ン タ ー ロ
ッ ク さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 前 記 装 着 手 段 １ ２ ４ は 、 装 着 片 １ ３ ０ ， １ ３ ２ ， １ ３ ４ の 内 面 に 形 成 さ れ 、 か つ 径 方 向
に 延 び て い る リ セ ス １ ２ ５ の 形 態 で あ る 。 こ の リ セ ス １ ２ ５ は 、 ま た 以 下 に 説 明 さ れ る よ
う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 着 脱 可 能 に 係 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 記 第 ２ の 外 側 部 材 １ １ ４ は 、 第 １ の 端 部 １ ４ ０ か ら こ れ に 対 向 し た 第 ２ の 端 部 １ ４ ２
ま で 延 び て い る 透 孔 を 有 し た ほ ぼ 円 筒 形 状 の 一 体 的 な 単 一 層 、 若 し く は 単 一 本 体 と し て 形
成 さ れ る こ と が で き る 。 剛 性 の 部 材 １ １ ４ は 、 例 え ば ポ リ ア ミ ド の よ う な 硬 質 プ ラ ス チ ッ
ク で 形 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ソ フ ト な デ ュ ロ メ ー タ ー 、 並 び に 硬 質 の デ ュ ロ メ ー タ ー と い う 用 語 は 、 互 い に 関 連 し て
使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ２ つ の み の 装 着 片 １ ４ ４ ， １ ４ ６ が 図 １ １ に 示 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 、 好 ま し く
は 複 数 の 装 着 片 が 、 外 側 部 材 １ １ ４ の 第 ２ の 端 部 １ ４ ２ の 内 径 面 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ
ら 装 着 片 １ ４ ４ ， １ ４ ６ は 、 内 側 部 材 １ １ ２ と 外 側 部 材 １ １ ４ と を ぴ っ た り と 結 合 さ せ る
よ う に 、 周 方 向 に 互 い に 離 間 し 、 内 側 部 材 １ １ ２ の 装 着 片 １ ３ ０ ， １ ３ ２ ， １ ３ ４ 間 の 外
形 ノ ッ チ 内 に ぴ っ た り と 装 着 さ れ る サ イ ズ で あ る 。 第 １ の 部 材 １ １ ２ を 形 成 す る の に 使 用
さ れ る ソ フ ト な デ ュ ロ メ ー タ ー 材 料 は 、 第 １ の 部 材 １ １ ２ を 第 ２ の 部 材 １ １ ４ 中 に 固 定 す
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る た め に 、 第 ２ の 部 材 １ １ ４ と の 結 合 に 対 し て 、 わ ず か に 圧 縮 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 環 状 の 溝 部 １ ４ ９ が 、 汚 染 保 護 手 段 １ １ ０ の 導 入 、 若 し く は 取 り 外 し を 容 易 に す る よ う
な 把 持 面 と し て 、 外 側 部 材 １ １ ４ の 外 面 に 形 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 第 １ の 端 部 １ ８ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 第 １ の
端 部 １ ８ か ら 径 方 向 外 方 に 角 度 を な し て 延 び 得 る エ ン ド フ ラ ン ジ １ ５ ０ と し て 形 成 さ れ て
い る 。 連 続 的 な ３ ６ ０ Ｅ フ ラ ン ジ (360E flange)で あ る 、 若 し く は 周 方 向 で 互 い に 離 間 し
た セ グ メ ン ト で 形 成 さ れ 得 る フ ラ ン ジ １ ５ ０ は 、 汚 染 保 護 手 段 １ １ ０ を ハ ウ ジ ン グ １ ２ に
装 着 さ せ る た め に 、 内 側 部 材 １ １ ２ の リ セ ス １ ２ ５ に 係 合 す る 。 外 側 部 材 １ １ ４ は 、 汚 染
保 護 手 段 １ １ ０ を フ ラ ン ジ １ ５ ０ に 固 定 さ せ る よ う に 、 フ ラ ン ジ １ ５ ０ 全 体 に 渡 っ て ス ナ
ッ プ 適 合 す る 。 こ の 位 置 で 、 図 １ ４ 並 び に 図 １ ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 弾 性 、 若 し く は
ソ フ ト な デ ュ ロ メ ー タ ー の 内 側 部 材 １ １ ２ は 、 汚 染 保 護 手 段 １ １ ０ の ボ ア と ハ ウ ジ ン グ １
２ の ボ ア ２ ６ と を 通 っ て 挿 入 さ れ る 筒 部 ５ ４ の 外 面 に 密 着 状 態 に 係 合 さ れ る よ う に 位 置 さ
れ る 。 こ の 結 果 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 開 成 し た 状 態 の 第 １ の 端 部 １ ８ は 、 汚 染 物 が 入 ら な い
よ う に シ ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 記 内 側 部 材 １ １ ２ の 内 径 面 １ ２ ６ が 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ 中 へ の 筒 部 ５ ４ の 挿 入 と 完 全 な
装 着 と の 間 に 、 筒 部 ５ ４ の 外 面 に ぴ っ た り と 係 合 さ れ な が ら 、 リ テ イ ナ ー ６ ２ の 機 能 が 、
筒 部 ５ ４ を ハ ウ ジ ン グ １ ２ 中 に 着 脱 可 能 に ラ ッ チ す る の を ス ム ー ズ に す る こ と に 注 意 す る
べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 一 態 様 を 示 し て い る 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 図 １ に 示 さ れ 、 予 め 組 合 わ さ れ た 状 態 で 示 さ れ て い る 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の
ハ ウ ジ ン グ の 長 手 方 向 の 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ の リ セ ス を 形 成 す る た め の プ ロ セ ス の 側 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ Ｃ 】 ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ の リ セ ス を 形 成 す る た め の プ ロ セ ス の 側 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 １ に 示 さ れ た 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ の 異 な る 末 端 部 を 示 し て い る
部 分 的 な 長 軸 方 向 の 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 １ に 示 さ れ た 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ の 異 な る 末 端 部 を 示 し て い る
部 分 的 な 長 軸 方 向 の 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 の リ テ イ ナ ー の 移 動 を 示 し て い る 拡 大 側 方 断 面
図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 の リ テ イ ナ ー の 移 動 を 示 し て い る 拡 大 側 方 断 面
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 組 合 わ さ れ た 状 態 で 示 さ れ た 図 １ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 長 軸 方 向 の 断 面 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 さ れ 組 合 わ さ れ た 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ を 外 側 か ら み た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 他 の 態 様 を 示 し て い る 長 軸 方 向 の 断 面 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 解 除 工 具 の 動 作 を 示 し て い る 長 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の た め の 汚 染 保 護 カ バ ー の 一 態 様 を 示 し て い る 分 解 斜 視 図
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 さ れ た ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ の 長 手 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ９ に 示 さ れ た 汚 染 保 護 カ バ ー の 拡 大 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 さ れ 組 合 わ さ れ た 汚 染 保 護 カ バ ー の 端 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 示 さ れ た 汚 染 保 護 カ バ ー の 長 手 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ４ 】 図 １ ２ 並 び に 図 １ ３ の 汚 染 保 護 カ バ ー の 図 ９ 並 び に 図 １ ０ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ
ハ ウ ジ ン グ へ の 組 み 合 わ せ を 示 し て い る 長 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 組 合 わ さ れ た 汚 染 保 護 カ バ ー と 図 ９ 並 び に 図 １ ４ に 示 さ れ た 流 体 ク イ ッ ク コ ネ
ク タ と の 長 手 方 向 の 断 面 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】
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【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ２ Ｃ 】

【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 24日 (2006.5.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 配 置 、 並 び に 他 の ク イ ッ ク コ ネ ク タ が 、 筒 部 と ク イ ッ ク コ ネ ク
タ ハ ウ ジ ン グ と の 間 に 効 果 的 な ラ ッ チ 係 合 を 与 え る が 、 汚 染 物 が ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ
ン グ の 開 口 端 部 中 に 入 り 、 ハ ウ ジ ン グ 内 の シ ー ル 部 品 と 保 持 リ ン グ と を 潜 在 的 に 腐 食 し 、
早 ま っ て 故 障 さ せ 得 る 心 配 が 未 だ 存 在 し て い る 。 　
【 特 許 文 献 １ 】 Ｕ Ｓ ４ ， ８ ５ ０ ， ６ ２ ２
【 特 許 文 献 ２ 】 Ｕ Ｓ ５ ， ０ ２ ２ ， ６ ８ ７
【 特 許 文 献 ３ 】 Ｕ Ｓ ５ ， ５ １ ６ ， １ ５ ７
【 特 許 文 献 ４ 】 Ｕ Ｓ ６ ， ３ ９ ０ ， ５ １ １
【 特 許 文 献 ５ 】 Ｕ Ｓ ６ ， ３ ４ ３ ， ８ １ ４
【 特 許 文 献 ６ 】 Ｕ Ｓ ６ ， ６ ７ ６ ， １ ７ １
【 特 許 文 献 ７ 】 Ｕ Ｓ ６ ， ７ ２ ２ ， ７ ０ ２
【 特 許 文 献 ８ 】 Ｕ Ｓ ６ ， １ ７ ３ ， ９ ９ ４
【 特 許 文 献 ９ 】 Ｕ Ｓ ３ ， ７ ７ ３ ， ３ ６ ０
【 特 許 文 献 １ ０ 】 Ｕ Ｓ ３ ， ９ ２ ２ ， ０ １ １
【 特 許 文 献 １ １ 】 Ｕ Ｓ １ ， ８ ６ １ ， ３ ７ ２
【 特 許 文 献 １ ２ 】 Ｕ Ｓ ４ ， ８ ４ ２ ， ３ ０ ９
【 特 許 文 献 １ ３ 】 Ｕ Ｓ ４ ， ７ ４ ９ ， ２ １ ４
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【 特 許 文 献 １ ４ 】 Ｕ Ｓ ２ ， ８ ２ ３ ， ９ ３ ４
【 特 許 文 献 １ ５ 】 Ｕ Ｓ ５ ， ９ ３ ４ ， ７ ０ ９
【 特 許 文 献 １ ６ 】 Ｕ Ｓ ５ ， １ ７ ６ ， ４ １ ３
【 特 許 文 献 １ ７ 】 Ｕ Ｓ ３ ， ３ ８ ９ ， ９ ２ ３
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